
H.W.L.+1.000m(余裕高)

平成28年度 河床高
6K900より投影

計画河床 

最深河床 DL=-5.000

RR6K900′

新
中
心

D.L.=-5.00(T.P.)

平水位 

43700 59000 43700

2600

▽6.878
頂部路面高

▽6.595

支点上路面高さ

▽5.998

支点上路面高さ

▽4.823
端部路面高

▽4.972
端部路面高

21.4m 65.7m

勾配5%未満 勾配5.0% 勾配2.5%
24.2m

勾配2.5%未満 勾配2.5%
35.1m

勾配5.0%未満

16.7m中央からのズレ：

■４．橋の基本形状

■側面図　S=1/400
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3-S 案
①　3径間

②　桁下面：変化あり

③　張り出し：小

④　Co製

※構造形式：プレビーム桁

※桁断面の変化には適さない構造である

張り出し小

平成29年6月8日

第３回新大橋景観検討委員会

側面：日中の日差し

見上げ：夕方の日差し

■橋脚付近の模型写真　S=1/100

5径間に比べ路面が高い

左右対称に見えづらい

桁・橋脚のボリュームが大きい

■断面図　S=1/400

桁下面変化が少なく単調な印象

■全景の模型写真　S=1/200

日差し・眺める場所による表情の差が出にくい



H.W.L.+1.000m(余裕高)

平成28年度 河床高
6K900より投影

計画河床 

最深河床 DL=-5.000

RR6K900′

新
中
心

D.L.=-5.00(T.P.)

平水位 

29012 32000 2738829000 29000

1800

▽6.412
頂部路面高

▽6.420 ▽6.236

支点上路面高

▽5.547

支点上路面高

▽5.923

支点上路面高

▽4.787
端部路面高

▽4.780
端部路面高

65.0m 46.9m

勾配5.0%
勾配5.0%未満 勾配2.5%

32.7m

勾配2.5%未満 勾配2.5%勾配5%未満

9.0m中央からのズレ：

■側面図　S=1/400

22880

400 3000 16000 3000 400

22800

2% 2%CL

560 560

5-S 案
①　5径間

②　桁下面：変化あり

③　張り出し：小

④　Co製

※構造形式：プレビーム桁

張り出し小

平成29年6月8日

第３回新大橋景観検討委員会■４．橋の基本形状

■全景の模型写真　S=1/200

■橋脚付近の模型写真　S=1/100

３径間に比べ路面が低い

左右対称形に近い

桁・橋脚のボリュームが小さい

※桁下面の変化には適さない構造である

■断面図　S=1/400

側面：日中の日差し

見上げ：夕方の日差し

桁下面変化が少なく単調な印象

日差し・眺める場所による表情の差が出にくい



■４．橋の基本形状

H.W.L.+1.000m(余裕高)

平成28年度 河床高
6K900より投影

計画河床 

最深河床 DL=-5.000

RR6K900′

新
中
心

D.L.=-5.00(T.P.)

平水位 

6014

▽TP+6.760
頂部路面高

2600

▽TP+4.834
端部路面高

▽TP+4.900
端部路面高

43700 59000 43700

16.2m 63.2m

勾配5%未満 勾配5.0% 勾配2.5%
22.3m

勾配2.5%未満
勾配2.5%

44.7m

勾配5.0%未満

12.3m中央からのズレ：

400300016000400
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3350 3350

3-L 案
①　3径間

②　桁下面：変化あり

③　張り出し：大

④　鋼製

※構造形式：鋼箱桁

2% 2%CL

400 3000 16000 3000 400

22800

21200

1500 1500

■断面図　S=1/400

3-M 案
①　3径間

②　桁下面：変化あり

③　張り出し：中

④　鋼製

※構造形式：鋼箱桁

■側面図　S=1/400

張り出し大張り出し中

平成29年6月8日

第３回新大橋景観検討委員会

■橋脚付近の模型写真　S=1/100■橋脚付近の模型写真　S=1/100

5径間に比べ路面が高い

左右対称に見えづらい

桁・橋脚のボリュームが大きい

日差し・眺める場所により豊かな表情となる

■断面図　S=1/400

側面：日中の日差し

見上げ：夕方の日差し

側面：日中の日差し

見上げ：夕方の日差し

■全景の模型写真　S=1/200■全景の模型写真　S=1/200

桁下面変化がわかりづらい桁下面変化がわかりづらい

眺める場所による表情の差が出にくい



H.W.L.+1.000m(余裕高)

平成28年度 河床高
6K900より投影

計画河床 

最深河床 DL=-5.000

RR6K900′

新
中
心

D.L.=-5.00(T.P.)

平水位 

1700

29012 32000 2738829000 29000

▽6.447
頂部路面高

▽4.862
端部路面高

▽4.794
端部路面高

66.3ｍ 46.9m

勾配5.0% 勾配5.0%未満 勾配2.5%
33.1m

勾配2.5%未満 勾配2.5%
勾配5%未満

7.6m中央からのズレ：
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3350 3350

5-L 案
①　5径間

②　桁下面：変化あり

③　張り出し：大

④　鋼製

※構造形式：鋼箱桁

2% 2%
CL

400 3000 16000 3000 400

22800

21200

1500 1500

5-M 案
①　5径間

②　桁下面：変化あり

③　張り出し：中

④　鋼製

※構造形式：鋼箱桁

■側面図　S=1/400

張り出し大張り出し中

平成29年6月8日

第３回新大橋景観検討委員会■４．橋の基本形状

■橋脚付近の模型写真　S=1/100■橋脚付近の模型写真　S=1/100

３径間に比べ路面が低い

左右対称形に近い

桁・橋脚のボリュームが小さい

■断面図　S=1/400 ■断面図　S=1/400

側面：日中の日差し

見上げ：夕方の日差し

側面：日中の日差し

見上げ：夕方の日差し

■全景の模型写真　S=1/200■全景の模型写真　S=1/200

リズムのある桁下面リズムのある桁下面

眺める場所による表情の差が出にくい 日差し・眺める場所により豊かな表情となる



■　3-Ｍ案，3-Ｌ案

■　3-S 案

平成29年6月8日

第3回新大橋景観検討委員会■　参考資料 _側面模型写真

■　5-Ｍ案，5-Ｌ案

■　5-S 案
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